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このチャイルドシートは、自動車事故などの際に 
衝撃を緩和することを目的につくられた 
年少者用補助乗用装置です。 
 
チャイルドシートの確実な取り付けとともに 
安全運転をお願い申し上げます。 

お子さまの体重が9～13kgの場合、チャイルドシートをお車の進行方向
に対し、後ろ向きにも前向きにも取り付けることができますが、できる
限り後ろ向きでご使用いただくことをお勧めします。 

このチャイルドシートは専用
のベースとテザーベルトを併
用することにより、お車の
ISOFIX対応チャイルドシート
固定専用バーに取り付けるこ
とができます。 
 
お客さまのお車で、このチャ
イルドシートをISOFIXとして
取り付けできるかは、お車の
取扱書にて、右記条件の
ISOFIX対応チャイルドシート
に対応していることをご確認
ください。 
詳しくは、販売店またはお客
様相談センターにお問い合わ
せください。 

ISOFIX対応チャイルドシート 

ISOFIX 仕様 

カテゴリー 
 

グループ 
サイズ 

ユニバーサル 
（汎用型） 
Ⅰ（9～18kg） 
A, B, B1 に適合 

固定専用バーとは、 
お車のシート座面と背もたれの間に
組み込まれている直径6mmのバーの
ことです。 

固定専用バー 

トップテザー 
アンカー 

チャイルドシート 
取り付け前の準備 

P. 21～30

お子さまを座らせる 
P. 45～46

お子さまを座らせる 
P. 65～66

お車に取り付ける 

お子さまの体重 
    13 kg未満
P. 31～36

お子さまの体重 
    9～18 kg
P. 37～42

チャイルドシート 
取り付け前の準備 

P. 49～56

お車に取り付ける 

お子さまの体重 
    9～18 kg
P. 57～62

9kg未満のお子さまに対
してはISOFIXとしてご使
用いただけません。 

シートベルトで 
お車に取り付ける 

ISOFIXで 
お車に取り付ける 

必ずお読みください 
P. 5～15

取り付け手順 
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3）取扱書 
シートクッション側面に取扱書の
収納スペースがあります。 

 
 
 
 
 
 
■ベースキット【NEO ISOベース】（別売） 
ISOFIXとしてご使用になる場合は、ベースキット（別売）のベースと 
テザーベルトが必要になります。 
1）ベース 
 
 
 
 
 
 
 
2）テザーベルト 

　次のものがそろっていますか 
 
ご使用になる前に、下記の製品がそろっているかご確認ください。 
 
欠品や破損などがございましたら、ご使用にならず、お買い上げの販売
店またはお客様相談センター（0800-700-7700）までご連絡ください。 
お問い合わせの際は、スムーズな対応が行えますよう、チャイルドシー
トの品番を必ずお伝えください。もし、品番が不明な場合は、背面に貼
ってある型式ラベルに記載されている型式ナンバーをお伝えください。
（P.73参照） 
 
■チャイルドシート【NEO G-Child ISO tether】 
1）チャイルドシート本体 
（後ろ向き用ハーネスカバー、
ネストクッション付き） 

 
 
 
 
 
2）クリップ、前向き用肩ハーネスカバー 
 
 
 
 
 
 

知 識 
前向き用ハーネスカバーに
は、裏面（お子さまの体に
接触する面）に凹凸のパッ
ドが付いています。 
 

〈裏〉 

肩ハーネス 

パッド 

当製品は安全、品質の確保に細心の注意を払って製造・販売され

ておりますが、万一リコール等を実施する場合に、速やかにお客

さまにご連絡し、修理等を行うため、ご登録をお願いいたします。 

つきましては、お手数をおかけして申し訳ございませんが、製品

梱包箱に付いているお客様登録カードにお名前、ご住所、お電話

番号をご記入いただき、お買い上げいただいた販売店にお渡しい

ただくか、トヨタ自動車株式会社 トヨタ純正チャイルドシート

お客様登録カード係まで郵送いただきたく、お願いいたします。 

NEO G-Child ISO tether

取扱書 

ご使用にあたって 
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　各部の名前（チャイルドシート） 
 
実物を見ながらご確認ください。 

　各部の名前（ベース、テザーベルト） 
 
ベース、テザーベルトをご使用になる場合は、下記もあわせてご確認く
ださい。 

シートクッション 
 
 
 
 
肩ハーネス通し穴 
 
 
 
肩ハーネス 
 
 
腰ハーネス 
 
 
バックル 

ネストクッション 
 

肩ハーネスカバー 
　　 

タング（左右あり） 
 

取扱書収納スペース 
（シートクッション側面） 

 
 
 
 
 
 
 

アジャスターレバー 
 

アジャストベルト リクライニングレバー 

コネクター解除レバー 
 

ロックスイッチ 
 
 
 
 
 

チャイルドシート 
連結部（前側）　 

 

テザーフック 

アジャスターベルト 
 
 

テザーアジャスター 
 

フック 

チャイルドシート 
連結部（左右後ろ側） 
 
 
 
コネクター 
 
 
チャイルドシート 
解離レバー 
ロックインジケーター 

角度スペーサー 

ベルトガイド 
（左右） 

 
 
 
 

ロックオフデバイス 
（左右） 

 
 
 

ベルト通し口 
（左右） 

 
 
 

バックカバー 

 
 
 
 
型式ラベル 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハンガー 
 
 

ご使用にあたって 
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　マーク表示について 
 
この取扱書には、安全にご使用していただくために、特にお守りいた
だきたいことを、次のマークで表示しています。 
これらの記載内容は重要ですので、しっかりとお読みください。 
 

取り扱いを誤った場合、死亡または重大な傷害を負う
可能性がある内容を示しています。 
 
取り扱いを誤った場合、傷害を負う可能性がある内容、
または物的損害の発生が予想される内容を示しています。 
 
チャイルドシートをご使用になる上で守っていただき
たいこと、および知っておくと便利なことを示してい
ます。 
 
図示されている行為の禁止を示しています。 
 

　緊急時には 
 
衝突事故などの緊急時は、あわてず次の手順で速やかにお子さまを救
出してください。 
 
①バックルボタンを押してバック
ルからタングをはずす。 
 
 
 
 
 
 
 
②お子さまを静かにチャイルドシー
トから降ろす。 
 
 
 
 
 
 
 

知 識 
バックルボタンを押してもタン
グがはずれない場合は、ハーネ
スを切断するなどしてお子さま
を救出してください。 

知 識 

警 告 

注 意 
タング 

バックルボタン 
 

バックル 

肩ハーネス 

ご使用上の注意 
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　お子さまを乗せるときは 
 
お子さまだけを車に残した状態で
お車から離れないでください。 
不慮の事故（熱射病やいたずらに
よる事故など）につながるおそれ
があります。 
 
 
 
走行中は、お子さまをチャイルド
シートから乗り降りさせないでく
ださい。 
 
 
 
 
 
ハーネスは、ねじれのないように
お子さまの身体にあわせて調節し
てください。ねじれていると事故
時に重大な傷害を負う可能性があ
ります。 
 
 
 
 
腰ハーネスで骨盤がしっかりと拘
束されるように必ず腰ハーネスを
低く下げて着用させてください。
腹部に腰ハーネスがかかっている
と、事故等のときに腹部が圧迫さ
れ重大な傷害を負う可能性があり
ます。 

 
 
　取り付けるときは 
 
チャイルドシートを安全にお使い
いただくため、柔軟材料（専用カ
バー類・ベルト類・発泡材料等）
を取りはずしたり、専用品以外に
取り換えて使用しないでください。 
 
 
 
チャイルドシートのハーネスを刃
物等の鋭利なもので傷つけないで
ください。 
切れていたりすると、チャイルド
シートが正常な働きをしません。 
 
 
 
 
チャイルドシートを車両に固定す
るシートベルトやテザーベルトに
緩みや、ねじれのないようにして
ください。チャイルドシートにガ
タツキが生じ、事故時に重大な傷
害を負う可能性があります。 
 
 
 
取扱書に記載された以上の分解や、
構成部品を取りはずした状態での
使用および指定以外の物との交換
は絶対にしないでください。 

 警 告 
 

 警 告 
 

ママ～！ 

ご使用上の注意 

11 12



 
 
　こんなことにも注意して 
 
事故等で車両に強い衝撃を受けた
場合は、チャイルドシートにも目
に見えない破損があるおそれが強
いので、再使用しないでください。 
 
 
 
 
チャイルドシート・ベース・テザ
ーベルトのロック部分（バックル
等）には、精密な部品が組み込ま
れていますので、水やジュース等
をかけないでください。部品の故
障原因になります。 
 
 
 
ベースのチャイルドシート連結部、
チャイルドシートの取り付けピン
部に異物が入るとチャイルドシー
トが固定されないおそれがありま
す。 
 
 
 
チャイルドシートを保管する時に
は、強い衝撃を与えたり、長期間
屋外に放置しないでください。 

 
 
　こんなことにも注意して 
 
チャイルドシートやベースに日光
が当たると熱くなることがありま
す。大人が金属部分や樹脂部分に
触れて熱さの程度を確認し、お子
さまがやけどをするおそれのない
ことを確認の上、ご使用ください。 
 
 
可動式シートまたは車両のドアに
チャイルドシートの剛性部分（プ
ラスチック部分等）が挟まれない
ようにして本品を取り付けてくだ
さい。 
 
 
ベースだけを取り付けたまま放置
しないでください。突起部分で頭
などをぶつけるおそれがあります。
ベースを車室内に置く場合には、
安全のためISOFIX対応チャイル
ドシート固定専用バーに取り付け
たベースにチャイルドシートを固
定しておいてください。 
 
 
チャイルドシートにお子さまを乗
せないときでも、安全のため必ず
固定してください。衝突や急ブレ
ーキの際にチャイルドシートが移
動して、傷害を負う可能性があり
ます。 

 警 告 
 

 注 意 
 

ご使用上の注意 
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　お子さまの条件 
 
チャイルドシートは、お子さまの条件により、取り付けかたが異なります。 
ご使用になるお子さまに合った、正しい取り扱いを行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
※年齢・身長の範囲は、おおよその目安ですのでお子さまの体重に合わせてご使
用ください。 

 

 警 告 
お子さまの体重が9kgを超えるまで前向きで使用しないでください。 

 注 意  
 
　こんなことにも注意して 
 
事故発生時や乗員に、傷害を与え
るような物をお車の中に放置しな
いでください。　 
万一のとき、お子さまや乗員に当
たるおそれがあり、危険です。 

後ろ向き 前向き 

体　重 

参考年齢※ 

乳児用 

13kg未満 
新生児～1歳半頃まで 

9～18kg

9ヶ月頃～4歳頃まで 

幼児用 

 

 

参考身長※ 

 
 
 

取り付けかた 

70～ 
100cm以下 85cm未満 

ご使用上の注意 シートベルトで取り付ける 
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　取り付けできるシート 
 
■進行方向に対し前向きで、3点式
シートベルトが付いている座席 
 
 
 
 

知 識 
お取り付けに際しましては、お
取り付けになるお車の取扱書も
あわせてご確認ください。 
 

　取り付けできないシート 
 
■シートベルトが付いていないシ
ート 
 
 
 
■横向き・後ろ向きになっている
シート 
 
 
 
 
 
 
■チャイルドシートを後ろ向きに取
り付ける場合、前方にエアバッグ
が装備されたシート 
 

知 識 
チャイルドシートを前向きで、
やむを得ず助手席に取り付け
る場合には、シートを一番後ろ
の位置に調整してください。 

 
 
■チャイルドシートを取り付けると
運転操作の妨げや、視界の妨げに
なるシート 
 
 
 

 警 告 
お車のシートが以上のタイプに該当する場合は、チャイルドシートを
取り付けることができません。取り付けた場合、事故時にお子さまや
他の乗員が死亡または重大な傷害を負う可能性があります。 

エアバッグ 

シートベルトで取り付ける 

17 18



　取り付けできるシートベルト 
 
このチャイルドシートは、協定規則第16号（ECE R16）、または同等の基
準で許可された3点式巻き取り装置付きシートベルトを装備したお車に
てご使用することができます。 
 
■ELR（緊急ロック式ベルト巻取り
装置）付シートベルト 
シートベルトをゆっくりと引き出
すと自由に出し入れできるが、急
に引く（急ブレーキなどで体が前
に投げ出されるとき）とシートベ
ルトがロックされ引き出せなくな
るタイプ。 
 
 
■チャイルドシート固定機構付き
ELRシートベルト 
チャイルドシートを固定するため
の装置が備えられているタイプ。 
シートベルトとして通常使用する
ときはELR機能が働く。 
 

知 識 
現在、後席ではこのタイプのシ
ートベルトが主流になっていま
す。 

 
 
 

知 識 
お車のシートベルトの種類・特
徴・長さの調整のしかたなど、
詳しくはお車の取扱書をお読み
ください。 
 

　取り付けできないシートベルト 
 
■2点式シートベルト 
肩ベルトがなく腰ベルトの2点で
固定するタイプ。 
 
 
 
 
 
■腰ベルト側に付いたELR（緊急ロ
ック式ベルト巻取り装置）付シー
トベルト 
シートベルトをゆっくりと引き出す
と自由に出し入れできるが、急に引
く（急ブレーキなどで体が前に投げ
出されるとき）とシートベルトがロ
ックされ引き出せなくなるタイプ。 
 
■ALR（自動ロック式ベルト巻取り
装置）付シートベルト 
シートベルトを引き出している途
中に手を止めると、自動的にロッ
クされ、それ以上ベルトが引き出
せない（巻き戻しは可能）タイプ。 
 
■マニュアル式シートベルト 
シートベルトの巻取り装置がなく、
通常はシート側面などに固定され
ているタイプ。 
 

 警 告 
お車のシートベルトが以上のタイプに該当する場合は、チャイルドシ
ートを取り付けることができません。取り付けた場合、事故時にお子
さまや他の乗員が死亡または重大な傷害を負う可能性があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■オートマチックベルト 
シートに座りドアを閉め、エン
ジンキーをONにすると肩ベル
トが自動で装着するタイプ。腰
ベルトは手動。ベルトをはずす
ときは、ドアを開けるかエンジ
ンキーをOFFにする。 
 
 
■NLR（非ロック式ベルト巻取
り装置）付シートベルト 
シートベルトのロック機構がな
いため、シートベルトを巻取り
装置からすべて引き出し、長さ
を調整するタイプ 
 
■その他のシートベルト 

P.19「取り付けできるシートベ
ルト」に記載されていないシー
トベルト。 
 

 

全部引
き出す

と 

チャイ
ルドシ

ート 

固定機
能が 

作動！ 
 

ロック
 

急に引
くと！ 

シートベルトで取り付ける 
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　チャイルドシート取り付け前の準備 
　ハーネス高さおよびカバーの確認 
 
お子さまの肩の位置に合わせ、肩
ハーネス通し穴の位置（P.22参照）
を調整し、肩ハーネスカバー（P.23
参照）を使用する必要があります。 
 

知 識 
●肩ハーネス通し穴の位置を確
認するときは、チャイルドシ
ートを正しい取り付け角度に
し、お子さまを座らせた状態
で行ってください。 
●お子さまの座らせかたにつき
ましては、「お子さまの座ら
せかた」（P.45）をご参照く
ださい。 

 
肩ハーネス通し穴の位置が合って
いない場合、また正しい肩ハーネ
スカバーが取り付いていない場合は、
「肩ハーネスの高さ調整、肩ハー
ネスカバーの交換」（P.24）を参照
し、正しい状態にしてください。 
 

　 
　肩ハーネスの高さ 
 
お子さまの体格に合わせてご使用
ください。肩ハーネスの位置が合
っていない場合は、「肩ハーネスの
高さ調整」（P.24）を参照し、以下
のように正しい位置に調整してく
ださい。 
 
■後ろ向き（体重13kg未満） 
肩ハーネス通し穴がお子さまの
肩より低い位置。 
 
 
 
 
 
 
 
■前向き（体重9～18kg） 
肩ハーネス通し穴がお子さまの
肩より高い位置。 
 
 
 
 
 

警 告 
肩ハーネス高さは必ず正しい位
置でご使用ください。 
不適切な位置で使用すると、事
故時に重大な傷害を負う可能性
があります。 
 

肩ハーネス 
通し穴 

肩ハーネス 
カバー 

シートベルトで取り付ける 

21 22



　 

　肩ハーネスの高さ調整、肩ハーネスカバーの交換 
 
①リクライニングを3段目（P.43参
照）にセットする。 
 
②アジャスターレバーを引き上げ
ながら、肩ハーネスをすべて引
き出す。 
 

知 識 
肩ハーネスを持って、引き出
してください。 
肩ハーネスカバーを引っ張っ
ても、引き出せない場合があ
ります。 

 
 
③バックカバーをたわませてツメ
をはずし、本体から取りはずす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
④肩ハーネスをハンガーから取り
はずす。 

　チャイルドシート取り付け前の準備 
　肩ハーネスカバー 
 
肩ハーネスカバーには後ろ向き用と前向き用があり、肩ハーネスカバー
の交換方法につきましては、「肩ハーネスカバーの交換」（P.24）を参照
し、以下のように正しくお使いください。 
ご使用になるお子さまに合った肩ハーネスカバーが取り付いていない場
合は、正しい肩ハーネスカバーを取り付けてください。 
 
■後ろ向き（お子さまの体重13kg未満） 
後ろ向き用肩ハーネスが付いて
いることを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前向き（お子さまの体重9～18kg） 
前向き用肩ハーネスが付いてい
ることを確認する。 
 
 
 
 
 
 

警 告 
正しい肩ハーネスカバーを使用
しないと事故時に重大な傷害を
負う可能性があります。 
 

肩ハーネス 

バックカバー 

後ろ向き用 
肩ハーネスカバー 

前向き用 
肩ハーネスカバー 

〈裏〉 

アジャスター 
レバー 

肩ハーネス 

ハンガー 

ツメ 

ツメ 

シートベルトで取り付ける 
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　チャイルドシート取り付け前の準備 
　肩ハーネスの高さ調整、肩ハーネスカバーの交換 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑤肩ハーネスカバーのクリップか
ら肩ハーネスを引き抜く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑥クリップを縦にして、肩ハーネ
ス通し穴へ通す。 
 

知 識 
一番上の肩ハーネス通し穴に
通す際にはリクライニングを
1段目、それ以外は2段目、3
段目にセットし、作業してく
ださい。（P.43参照） 

 
 
⑦肩ハーネス通し穴から肩ハーネ
スを引き抜く。 
 
⑧肩ハーネスから肩ハーネスカバ
ーを抜き取る。 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
⑨肩ハーネスに、ご使用になるお
子さまに合った肩ハーネスカバ
ーを取り付ける。（P.23参照） 

 
 
 
 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑩クリップを縦にして肩ハーネス
通し穴へ通す。 
 

知 識 
一番上の肩ハーネス通し穴に
通す際にはリクライニングを
1段目、それ以外は2段目、3
段目にセットし、作業してく
ださい。（P.43参照） 

 
 
⑪肩ハーネスを適切な肩ハーネス
通し穴へ通す。 

肩ハーネス 
 
肩ハーネス 
カバー 

肩ハーネス 

13kg未満 
（後ろ向き用） 

9～18kg 
（前向き用） 

〈裏〉 

肩ハーネス 

クリップ 

クリップ 

肩ハーネス 
　通し穴 

クリップ 

肩ハーネス 
　通し穴 

シートベルトで取り付ける 
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　チャイルドシート取り付け前の準備 
　肩ハーネスの高さ調整、肩ハーネスカバーの交換 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑫肩ハーネスを肩ハーネスカバー
のクリップへ通す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬肩ハーネスをハンガーに取り付
ける。 

  
警 告 

肩ハーネスをハンガーに正し
く取り付けてください。 
ねじれていたり、半掛けの状
態で使用すると事故時に重大
な傷害を負う可能性がありま
す。 
 

 
 
 
⑭バックカバーを取り付ける。 
 

注 意 
バックカバーのツメが本体に
確実にはまっていなかったり、
取り付ける向きが正しくない
と、事故時に十分な機能を発
揮しないおそれがあります。 
 

バックカバー 

肩ハーネス 

クリップ 

肩ハーネス 

ハンガー 

ツメ 

ツメ 突起 突起 

シートベルトで取り付ける 
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③シートの形状、肩ハーネスの位
置に合わせてネストクッション
を置く。 
 
 

　チャイルドシート取り付け前の準備 
　ネストクッションの取り付け 
 
ネストクッションは、後ろ向き取り付け時（お子さまの体重13kg未満）
のみに使用することができます。 
 

 注 意 
ネストクッションを前向き取り付け時に使用すると、事故時にチャイ
ルドシートが十分な機能を発揮しないおそれがあります。 
 
 
①アジャスターレバーを引き上げ
ながら、肩ハーネスを引き出す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②バックルボタンを押してバック
ルからタングをはずし、肩ハー
ネスを左右に広げる。 
 

タング 

バックルボタン 
 

バックル 

肩ハーネス 

肩ハーネス 

ネスト 
クッション 

肩ハーネス 

アジャスター 
レバー 

シートベルトで取り付ける 
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　お車への取り付け（乳児用：体重13kg未満） 
 
①チャイルドシート底面の角度スペー
サーを後ろ向き取り付け位置（前
方）にセットする。 
 

注 意 
可動部分に指や物を挟まない
ようにしてください。 

 
 
 
②リクライニングレバーを引き、チャ
イルドシートをリクライニング
させ、3段目（背もたれが最も倒
れた位置）（P.43参照）にセット
する。 
 

警 告 
リクライニングがロックされ
ていないと、事故時に重大な
傷害を負う可能性があります。 

 
注 意 

可動部分に指や物を挟まない
ようにしてください。 

 
 
③チャイルドシートの最前部がシ
ートの背もたれにぴったりと付
くように、チャイルドシートを
置く。 
 
知 識 

お車のシートが損傷しないよ
うにチャイルドシートの下に
タオルやシーツなどを敷くこ
とをお勧めします。 

 
 
④シートベルトをベルト通し口に
通す。 
 

警 告 
ベルト通し口以外にシートベ
ルトを通さないでください。
他の箇所を使用すると事故時
に重大な傷害を負う可能性が
あります。 

 
 
⑤反対側のベルト通し口からシー
トベルトを引き出し、タングを
バックルに差し込む。 
 

警 告 
バックルが確実にロックされ
ていることを確認してくださ
い。ロックされていないと事
故時に重大な傷害を負う可能
性があります。 
 

 

背もたれ 

最前部 

ベルト通し口 

バックル 

タング 

ベルト通し口 

角度スペーサー 

リクライニング 
レバー 

シートベルトで取り付ける 
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　お車への取り付け（乳児用：体重13kg未満） 
 
⑥腰側（下側）のシートベルトが
青色ガイドの上を通っているこ
とを確認してください。（チャ
イルドシートの左右両側とも確認） 
 
 
 
 
 
 
⑦ロックオフデバイスのレバーを
開く。 
 

知 識 
ロックオフデバイスはお車の
バックルと反対側のみ使用し
ます。両側使用する必要はあ
りません。 

 
 
 
⑧肩側（上側）のシートベルトをロッ
クオフデバイスに通す。 
 
⑨ロックオフデバイスのレバーを
閉じる。 
 

警 告 
ロックオフデバイスのレバー
が確実にロックされているこ
とを確認してください。ロッ
クされていないと、事故時に
重大な傷害を負う可能性があ
ります。 

 
 
⑩ベルトガイドにシートベルトを
通す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈チャイルドシート固定機能が付いたお車の場合〉 
⑪シートベルトを全量引き出し、チャ
イルドシート固定機能に切り替
える。 
 

知 識 
チャイルドシート固定機能の
詳しい取り扱いについては、
お車の取扱書をご参照くださ
い。 
 

ロックオフ 
デバイス 

肩側（上側）の 
シートベルト 

ベルトガイド 
青色ガイド 

レバー 

シートベルトで取り付ける 
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　お車への取り付け（乳児用：体重13kg未満） 
 
⑫チャイルドシートをシートに押
し付けながら、肩側（上側）のシー
トベルトを引っ張り、シートベ
ルトのたるみを取る。 
 
 
 
 
 
 

知 識 
腰側（下側）のシートベルト
に緩みがある場合はバックル
側で肩側（上側）のシートベ
ルトを引っ張ってたるみをな
くしてください。 
 

 
 
⑬取り付けチェック 
チャイルドシートがしっかり取
り付けられていることを確認する。
しっかり取り付けられていない
場合は手順③からやり直す。 
 

警 告 
チャイルドシートをシートに
固定するシートベルトは緩み
のないようにしてください。
チャイルドシートにガタツキ
が生じ、事故時に重大な傷害
を負う可能性があります。 
 
知 識 

取り付けに関し不明な点がご
ざいましたら、お買い上げの
販売店またはお客様相談セン
ターにお問い合わせください。 

バックル 

肩側（上側）の 
シートベルト 

シートベルトで取り付ける 
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　お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
①チャイルドシート底面の角度ス
ペーサーを前向き取り付け位置
に（後方）セットする。 
 

注 意 
可動部分に指や物を挟まない
ようにしてください。 

 
 
 
②リクライニングレバーを引き、
チャイルドシートをリクライニ
ングさせ、2段目（P.43参照）に
セットする。 
 

警 告 
リクライニングがロックされ
ていないと、事故時に重大な
傷害を負う可能性があります。 

 
注 意 

可動部分に指や物を挟まない
ようにしてください。 
 

 
 
③チャイルドシートの背面がシー
トの背もたれに当たるようにチ
ャイルドシートを置く。 
 
知 識 

お車のシートが損傷しないよ
うにチャイルドシートの下に
タオルやシーツなどを敷くこ
とをお勧めします。 

 
 
④シートベルトをベルト通し口に
通す。 
 

警 告 
ベルト通し口以外にシートベ
ルトを通さないでください。
他の箇所を使用すると事故時
に重大な傷害を負う可能性が
あります。 

 
 
⑤反対側のベルト通し口からシー
トベルトを引き出し、タングを
バックルに差し込む。 
 

警 告 
バックルが確実にロックされ
ていることを確認してくださ
い。ロックされていないと事
故時に重大な傷害を負う可能
性があります。 
 

 

背もたれ 

シート背面 

ベルト通し口 

バックル 

タング 

ベルト通し口 

角度スペーサー 

リクライニング 
レバー 

シートベルトで取り付ける 
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　お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
⑥腰側（下側）のシートベルトを
赤色のベルトガイドの上を通る
ように移動させる。 
 
 
 
 
 
 
 
⑦反対側も腰側（下側）のシート
ベルトを赤色のベルトガイドの
上を通るように移動させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧ロックオフデバイスのレバーを
開く。 
 
 

 
 
⑨肩側（上側）のシートベルトを
ロックオフデバイスに通す。 
 
⑩ロックオフデバイスのレバーを
閉じる。 
 

警 告 
ロックオフデバイスのレバー
が確実にロックされているこ
とを確認してください。ロッ
クされていないと、事故時に
重大な傷害を負う可能性があ
ります。 

 
 
〈チャイルドシート固定機能が付いたお車の場合〉 
⑪シートベルトを全量引き出し、
チャイルドシート固定機能に切
り替える。 
 

知 識 
チャイルドシート固定機能の
詳しい取り扱いについては、
お車の取扱書をご参照くださ
い。 

ロックオフ 
デバイス 

肩側（上側）の 
シートベルト 

赤色ガイド 

赤色ガイド 

レバー 

シートベルトで取り付ける 
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　お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
⑫チャイルドシートをシートに押
し付けながら、肩側（上側）のシー
トベルトを引っ張り、シートベ
ルトのたるみを取る。 
 
 
 
 
 
 

知 識 
腰側（下側）のシートベルト
に緩みがある場合はバックル
側で肩側（上側）のシートベ
ルトを引っ張ってたるみをな
くしてください。 
 

 
 
⑬取り付けチェック 
チャイルドシートがしっかり取
り付けられていることを確認する。
しっかり取り付けられていない
場合は手順③からやり直す。 
 

警 告 
チャイルドシートをシートに
固定するシートベルトは緩み
のないようにしてください。
チャイルドシートにガタツキ
が生じ、事故時に重大な傷害
を負う可能性があります。 
 
知 識 

取り付けに関し不明な点がご
ざいましたら、お買い上げの
販売店またはお客様相談セン
ターにお問い合わせください。 

バックル 

肩側（上側）の 
シートベルト 

シートベルトで取り付ける 
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　リクライニングの使いかた 
 
リクライニングレバーを引き、お
子さまの体重に合わせリクライニ
ング位置をセットする。 
 

警 告 
●お子さまの体重に合わせた位
置で使用しないと、事故時に
重大な傷害を受けるおそれが
あります。 
●リクライニングがロックされ
ていないと、事故時に重大な
傷害を負う可能性があります。 
 

注 意 
可動部分に指や物を挟まないよ
うにしてください。 
 
知 識 

リクライニングレバーが戻らな
い場合はリクライニング位置に
正しくセットされていない状態
です。チャイルドシートを軽く
前後に動かし、リクライニング
レバーがロックされていること
を確認します。 

 

お子さまの体重 リクライニ 
ングの位置 
チャイルド 
シートの向き 
1段目 
2段目 
3段目 

13kg未満 

後ろ向き 

× 
× 
○ 

9～18kg未満 

前向き 

○ 
○ 
× 

リクライニング使用位置 

1段目 
2段目 
3段目 

リクライニング 
レバー 

メ モ シートベルトで取り付ける 
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　お子さまの座らせかた 
 
①アジャスターレバーを引き上げ
ながら、肩ハーネスを引き出す。 
 

知 識 
肩ハーネスを引っ張り、引き
出してください。 
肩ハーネスカバーを引っ張っ
ても、引き出せない場合があ
ります。 

 
 
②バックルボタンを押してバック
ルからタングをはずし、肩ハー
ネスを左右に広げる。 
 
③お子さまをシートクッションの
上に深く座らせる。 
 
 

 
 
④肩ハーネスをお子さまの肩にか
ける。左右のタングを合わせ、
合わせたタングをバックルにま
っすぐ挿入し、「カチッ」と音が
するまで差し込む。 
 

知 識 
タングを引っ張り、タングと
バックルが正しく結合されて
いるかご確認ください。　　
　　　 

警 告 
タングがバックルに正しく結
合されていないと、衝突時や
急ブレーキ時などに、お子さ
まがチャイルドシートから飛
び出し、重大な傷害を負う可
能性があります。 

 
 
⑤アジャストベルトを引き、お子
さまの鎖骨と肩ハーネスに指一
本が入る程度まで、肩ハーネス
のたるみを取る。 
 

警 告 
ハーネスに緩みやねじれがな
いようにしてください。ハー
ネスとお子さまの間に余分な
すき間があると、衝突時や急
ブレーキ時などに、お子さま
がチャイルドシートから飛び
出し、重大な傷害を負う可能
性があります。 

 

アジャスト 
ベルト 

肩ハーネス 

タング 

バックルボタン 
 

バックル 

肩ハーネス 

カチッ 

バックル 

タング 
アジャスター 
レバー 

シートベルトで取り付ける 
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　お子さまの条件 
 
チャイルドシートは、お子さまの条件により、取り付けかたが異なります。 
ご使用になるお子さまに合った、正しい取り扱いを行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※年齢・身長の範囲は、おおよその目安ですのでお子さまの体重に合わせてご使
用ください。 

 
　取り付けできるお車 
 
右記条件のISOFIX対応チャイルドシ
ートに対応しているお車のシートの
みでご使用いただけます。 
対応状況はお車の取扱書でご確認い
ただけます。 
詳しくは、販売店またはお客様相談
センターにお問い合わせください。 

前向き 

体　重 

参考年齢※ 

乳児用 

13kg未満 
新生児～1歳半頃まで 

9～18kg

9ヶ月頃～4歳頃まで 

幼児用 

 

 

参考身長※ 

 
 
 

取り付けかた 

70～ 
100cm以下 85cm未満 

使用できません 

ISOFIX 仕様 

カテゴリー 
 

グループ 
サイズ 

ユニバーサル 
（汎用型） 
Ⅰ（9～18kg） 
A, B, B1 に適合 

ISOFIXで取り付ける メ モ 
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　チャイルドシート取り付け前の準備 
　ハーネス高さおよびカバーの確認 
 
お子さまの肩の位置に合わせ、肩
ハーネス通し穴の位置（P.50参照）
を調整し、肩ハーネスカバー（P.51
参照）を使用する必要があります。 
 

知 識 
●肩ハーネス通し穴の位置を確
認するときは、チャイルドシ
ートを正しい取り付け角度に
し、お子さまを座らせた状態
で行ってください。 
●お子さまの座らせかたにつき
ましては、「お子さまの座ら
せかた」（P.65）をご参照く
ださい。 

 
肩ハーネス通し穴の位置が合って
いない場合、また正しい肩ハーネ
スカバーが取り付いていない場合は、
「肩ハーネスの高さ調整、肩ハー
ネスカバーの交換」（P.52）を参照
し、正しい状態にしてください。 

　 
　肩ハーネスの高さ 
 
お子さまの体格に合わせてご使用
ください。肩ハーネスの位置が合
っていない場合は、「肩ハーネスの
高さ調整」（P.52）を参照し、以下
のように正しい位置に調整してく
ださい。 
 
■前向き（体重9～18kg） 
肩ハーネス通し穴がお子さまの
肩より高い位置。 
 
 
 
 
 

警 告 
肩ハーネス高さは必ず正しい位
置でご使用ください。 
不適切な位置で使用すると、事
故時に重大な傷害を負う可能性
があります。 
 

肩ハーネス 
通し穴 

肩ハーネス 
カバー 

ISOFIXで取り付ける 
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　肩ハーネスの高さ調整、肩ハーネスカバーの交換 
 
①リクライニングを3段目（P.63参
照）にセットする。 
 
②アジャスターレバーを引き上げ
ながら、肩ハーネスをすべて引
き出す。 
 

知 識 
肩ハーネスを持って、引き出
してください。 
肩ハーネスカバーを引っ張っ
ても、引き出せない場合があ
ります。 

 
 
③バックカバーをたわませてツメ
をはずし、本体から取りはずす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
④肩ハーネスをハンガーから取り
はずす。 

　チャイルドシート取り付け前の準備 
　肩ハーネスカバー 
 
肩ハーネスカバーの交換方法につきましては、「肩ハーネスカバーの交換」
（P.52）を参照し、以下のように正しくお使いください。 
ご使用になるお子さまに合った肩ハーネスカバーが取り付いていない場
合は、正しい肩ハーネスカバーを取り付けてください。 
 
■前向き（お子さまの体重9～18kg） 
前向き用肩ハーネスが付いてい
ることを確認する。 
 
 
 
 
 
 

警 告 
正しい肩ハーネスカバーを使用
しないと事故時に重大な傷害を
負う可能性があります。 
 

肩ハーネス 

バックカバー 

前向き用 
肩ハーネスカバー 

〈裏〉 

アジャスター 
レバー 

ツメ 

ツメ 

肩ハーネス 

ハンガー 

ISOFIXで取り付ける 
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⑨肩ハーネスに、ご使用になるお
子さまに合った肩ハーネスカバ
ーを取り付ける。（P.51参照） 

 
 
 
 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑩クリップを縦にして肩ハーネス
通し穴へ通す。 
 

知 識 
一番上の肩ハーネス通し穴に
通す際にはリクライニングを
1段目、それ以外は2段目、3
段目にセットし、作業してく
ださい。（P.63参照） 

 
 
⑪肩ハーネスを適切な肩ハーネス
通し穴へ通す。 

　チャイルドシート取り付け前の準備 
　肩ハーネスの高さ調整、肩ハーネスカバーの交換 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑤肩ハーネスカバーのクリップか
ら肩ハーネスを引き抜く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑥クリップを縦にして、肩ハーネ
ス通し穴へ通す。 
 

知 識 
一番上の肩ハーネス通し穴に
通す際にはリクライニングを
1段目、それ以外は2段目、3
段目にセットし、作業してく
ださい。（P.63参照） 

 
 
⑦肩ハーネス通し穴から肩ハーネ
スを引き抜く。 
 
⑧肩ハーネスから肩ハーネスカバ
ーを抜き取る。 

 
 
 
 
 
 

肩ハーネス 
 
肩ハーネス 
カバー 

肩ハーネス 

13kg未満 
（後ろ向き用） 

9～18kg 
（前向き用） 

〈裏〉 

肩ハーネス 

クリップ 

クリップ 

肩ハーネス 
　通し穴 

クリップ 

肩ハーネス 
　通し穴 

ISOFIXで取り付ける 
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⑭バックカバーを取り付ける。 
 

注 意 
バックカバーのツメが本体に
確実にはまっていなかったり、
取り付ける向きが正しくない
と、事故時に十分な機能を発
揮しないおそれがあります。 
 

　チャイルドシート取り付け前の準備 
　肩ハーネスの高さ調整、肩ハーネスカバーの交換 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑫肩ハーネスを肩ハーネスカバー
のクリップへ通す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑬肩ハーネスをハンガーに取り付
ける。 

  
警 告 

肩ハーネスをハンガーに正し
く取り付けてください。 
ねじれていたり、半掛けの状
態で使用すると事故時に重大
な傷害を負う可能性がありま
す。 
 

バックカバー 

ツメ 

ツメ 突起 突起 

肩ハーネス 

クリップ 

肩ハーネス 

ハンガー 

ISOFIXで取り付ける 
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　お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
①ベース中央のレバーを引き上げ
ながら奥に押し、コネクターを
最大まで伸ばし、ロックスイッ
チをロック側に動かす。 
 

注 意 
可動部分に指や物を挟まない
ようにしてください。 

 
 
②シートクッションと背もたれの
間を広げ、ISOFIX対応チャイル
ドシート固定専用バーの位置を
確認し、コネクターを差し込む。 
　コネクターが固定専用バーにロッ
クすると、本体取り付け部のカバー
が開く。ロックしない場合は、
コネクターを引き出し、再び差
し込む。 
 

警 告 
左右のコネクターがロックさ
れていないと、事故時に重大
な傷害を負う可能性がありま
す。 
 
 
③ロックスイッチを解除する。 

 
 
④ベースをシート背もたれに押さ
えつける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤シートベースがしっかり取り付
けられていることを前後左右に
ゆらして確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥チャイルドシート底面の角度スペー
サーを前向き取り付け位置に（後
方）セットする。 
 

注 意 
可動部分に指や物を挟まない
ようにしてください。 
 

角度スペーサー 

取り付け部の 
カバー 

固定専用バー 

コネクター 

ロックスイッチ 

レバー 

ISOFIXで取り付ける 
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　お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
⑦テザーベルト先端の輪の部分を
折り返してフックに引っ掛ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧テザーベルトをチャイルドシー
トのロックオフデバイスに取り
付ける。（P.39参照） 
 

 
 
⑨チャイルドシート後ろ側の取り
付けピンを、ベースの本体連結
部に差し込み、チャイルドシー
トを固定する。 
 

知 識 
正しくロックした場合には、側
面の解除レバーが上がり、赤色
表示が見えなくなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑩チャイルドシートを上から押さ
えつけ、チャイルドシート前側
もロックされたことを確認する。 
 

知 識 
チャイルドシートがベースに
うまく取り付けられない場合
は、④の手順をとばし、最後
にチャイルドシートを背もた
れに押さえつけます。 

 
 
 

取り付けピン 
赤色表示 

解除レバー 

テザー 
ベルト 

ロックオフ 
デバイス 

ISOFIXで取り付ける 
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⑬取り付けチェック 
チャイルドシートがしっかり取
り付けられていることを確認する。
しっかり取り付けられていない
場合は手順①からやり直す。 
 

警 告 
チャイルドシートがしっかり
取り付けられていることを必
ずご確認ください。 
しっかり取り付けていないと
事故時に重大な傷害を負う可
能性があります。 
 
知 識 

取り付けに関し不明な点がご
ざいましたら、お買い上げの
販売店またはお客様相談セン
ターにお問い合わせください。 

　お車への取り付け（幼児用：体重9～18kg） 
 
⑪テザーフックをトップテザーア
ンカーに連結する。 
 

知 識 
テザーベルトの取り付けに関
しましては、お車の取扱書も
あわせてご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫テザーベルトアジャスターの表
示窓の表示が赤色から緑色にな
るまで、テザーベルトを強く引っ
張る。 
 

〈トップテザーアンカーがシート以外に 
  ある場合〉 

〈トップテザーアンカーがシートに 
  ある場合〉 

ピンと張るまで 

トップテザー 
アンカー 

テザー 
フック 

テザー 
フック 

トップテザーアンカー 

表示窓 

ISOFIXで取り付ける 
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　リクライニングの使いかた 
 
リクライニングレバーを引き、お
子さまの体重に合わせリクライニ
ング位置をセットする。 
 

警 告 
●お子さまの体重に合わせた位
置で使用しないと、事故時に
重大な傷害を受けるおそれが
あります。 
●リクライニングがロックされ
ていないと、事故時に重大な
傷害を負う可能性があります。 
 

注 意 
可動部分に指や物を挟まないよ
うにしてください。 
 
知 識 

リクライニングレバーが戻らな
い場合はリクライニング位置に
正しくセットされていない状態
です。チャイルドシートを軽く
前後に動かし、リクライニング
レバーがロックされていること
を確認します。 

 

1段目 
2段目 
3段目 

お子さまの体重 リクライニング 
の位置 

チャイルド 
シートの向き 
1段目 
2段目 
3段目 

9～18kg未満 

前向き 

○ 
○ 
× 

リクライニング使用位置 

リクライニング 
レバー 

メ モ ISOFIXで取り付ける 
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　お子さまの座らせかた 
 
①アジャスターレバーを引き上げ
ながら、肩ハーネスを引き出す。 
 

知 識 
肩ハーネスを引っ張り、引き
出してください。 
肩ハーネスカバーを引っ張っ
ても、引き出せない場合があ
ります。 

 
 
②バックルボタンを押してバック
ルからタングをはずし、肩ハー
ネスを左右に広げる。 
 
③お子さまをシートクッションの
上に深く座らせる。 
 

 
 
④肩ハーネスをお子さまの肩にか
ける。左右のタングを合わせ、
合わせたタングをバックルにま
っすぐ挿入し、「カチッ」と音が
するまで差し込む。 
 

知 識 
タングを引っ張り、タングと
バックルが正しく結合されて
いるかご確認ください。　　
　　　 

警 告 
タングがバックルに正しく結
合されていないと、衝突時や
急ブレーキ時などに、お子さ
まがチャイルドシートから飛
び出し、重大な傷害を負う可
能性があります。 

 
 
⑤アジャストベルトを引き、お子
さまの鎖骨と肩ハーネスに指一
本が入る程度まで、肩ハーネス
のたるみを取る。 
 

警 告 
ハーネスに緩みやねじれがな
いようにしてください。ハー
ネスとお子さまの間に余分な
すき間があると、衝突時や急
ブレーキ時などに、お子さま
がチャイルドシートから飛び
出し、重大な傷害を負う可能
性があります。 

 

肩ハーネス 

アジャスト 
ベルト 

タング 

バックルボタン 
 

バックル 

肩ハーネス 

カチッ 

バックル 

タング 
アジャスター 
レバー 

ISOFIXで取り付ける 
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〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
④肩ハーネスカバーのクリップか
ら肩ハーネスを引き抜く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈前向き用肩ハーネスカバーを使用している場合〉 
⑤クリップを縦にして肩ハーネス
通し穴へ通す。 
 

知 識 
一番上の肩ハーネス通し穴に
通す際にはリクライニングを
1段目、それ以外は2段目、3
段目にセットし、作業してく
ださい。（P.43参照） 

 
 
⑥肩ハーネス通し穴から肩ハーネ
スを引き抜く。 
 
⑦肩ハーネスから肩ハーネスカバ
ーを抜き取る。 

 
 

 　シートカバー類の取りはずし 
 
①アジャスターレバーを引き上げ
ながら、肩ハーネスを引き出す。 
 

知 識 
肩ハーネスを引っ張り、引き
出してください。 
肩ハーネスカバーを引っ張っ
ても、引き出せない場合があ
ります。 

 
 
②バックカバーをたるませツメを
はずし、本体から取りはずす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
③肩ハーネスをハンガーから取り
はずす。 

肩ハーネス 
 
肩ハーネス 
カバー 

肩ハーネス 

バックカバー 

 

アジャスター 
レバー 

肩ハーネス 

ハンガー 

肩ハーネス 

クリップ 

クリップ 

肩ハーネス 
　通し穴 

ツメ 

ツメ 

お手入れのしかた 
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　シートカバー類の取りはずし 
 
⑧バックルボタンを押してバック
ルからタングをはずす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨アジャストベルト端末のホック
をはずす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑩本体からシートクッションを取
りはずす。 

 　シートカバー類の取り付け 
 
「取りはずし」と逆の手順で、各
カバー類を取り付ける。 
 

知 識 
シートクッションは本体の形状
に合わせてかぶせ、ガイドで固
定します。 
 

注 意 
●クッションがズレていたり、
本体から浮いていないことを
確認してください。事故時に
十分な性能を発揮しないおそ
れがあります。 
●ガイドが本体に確実にはまっ
ていることを確認してくださ
い。事故時に十分な性能を発
揮しないおそれがあります。 

 
警 告 

●専用クッション以外は使用し
ないでください。事故時に十
分な性能を発揮しないおそれ
があります。 

ホック 
アジャスト 
ベルト 

本体 シートクッション 

タング 

バックルボタン 
 

バックル 

肩ハーネス 

ガイド 

本体 

お手入れのしかた 
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 　シートカバー類の取り付け 
 

知 識 
●前向き用肩ハーネスカバーを
肩ハーネスに通すときの方向
に注意してください。 
●前向き用肩ハーネスには、裏
面（お子さまの体に接触する
面）に凸凹のパッドが付いて
います。 

 
 

警 告 
●肩ハーネスがねじれていない
ことを確認してください。ね
じれていると、事故時に重大
な傷害を負う可能性がありま
す。 
●専用カバー以外は使用しない
でください。事故時に十分な
性能を発揮しないおそれがあ
ります。 
●カバー類は必ず取り付けて使
用してください。取り付けな
いと金属部分や樹脂部分が、
日光が当たることで熱くなり、
やけどをするおそれがありま
す。 

　各部のお手入れ 
 
〈カバー類〉 
カバー類が汚れた場合は、チャイ
ルドシートから取りはずし、中性
洗剤を使用して手で押し洗いをし
てください。 
 
 
 
 
 
 
 

注 意 
洗濯後は、完全に乾燥させてか
らご使用ください。 
 
 
〈本体〉 
チャイルドシートのプラスチック
部が汚れた場合は、柔らかい布で
乾拭きまたは水拭きをしてください。 
 

注 意 
●洗剤類を使用しないでください。 
　変色等のおそれがあります。 
●水拭き後は、完全に乾燥させ
てからご使用ください。 
 
 
〈ベース〉 
ベースのプラスチック部が汚れた
場合は、柔らかい布で乾拭きまた
は水拭きをしてください。 
 

注 意 
●洗剤類を使用しないでください。 
　変色等のおそれがあります。 
●水拭き後は、完全に乾燥させ
てからご使用ください。 

肩ハーネス 
〈裏〉 

パッド 

お手入れのしかた 
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NEO G-Child ISO tether 

シートカバー 

ネストクッション 

ハーネスカバーセット（前向き用） 

ハーネスカバーセット（後ろ向き用） 

 

②、③、④、⑤のセット 08795-00A00

08795-00A01

08795-00A02

08795-00A03

08795-00A04

番号 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

品　　名 品　番 備　考 

 

 
 
■チャイルドシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ベースキット（別売） 

　補修部品について 
 
お買い上げの販売店、もしくはお
客様相談センター（0800-700-7700）
までご連絡ください。 
お問い合わせの際は、スムーズな
対応が行えますよう、チャイルドシー
トの品番を必ずお伝えください。 
もし、品番が不明な場合は、背面
に貼ってある型式ラベルに記載さ
れている型式ナンバーをお伝えく
ださい。 

  

NEO ISO ベース  

ベース 

テザーベルト 

⑦、⑧のセット 08796-00030

08796-00031

08796-00032

番号 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

品　　名 品　番 備　考 

 

⑦ベース ⑧テザーベルト 

⑥ 

②シートカバー ③ネストクッション 
 
 
 
 
④ハーネスカバー 
　セット（前向き） 
 
 
⑤ハーネスカバー 
　セット（後ろ向き） 

①

型式ラベル 

型式ナンバー 

お手入れのしかた 
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